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「共同研究班」 研究報告書 
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研究課題名 
スラブ・ユーラシア地域を中心とする境界・国境研究 

 

担当者 

氏名 所属機関・職 

1 岩下明裕 北海道大学スラブ・ユーラシア研究センター 
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班員 

氏名 所属機関・職 専門とする研究分野 

三村光弘 

公益財団法人環日本

海経済研究所調査研

究部主任研究員 

北朝鮮経済、北東アジアを中心と

するユーラシアの経済交流 

研究テーマ 

ロシアの国境地域における越境観光の可能性 

 

研究成果の概要 

 ２０２１年１０月のロシア・ダゲスタン共和国、沿海地方、ハバロフスク地方およびユダヤ人

自治州における現地調査を通じて、ロシアの国境地帯における観光の現状を把握し、国境を越え

る観光（以下、越境観光とする）の可能性について検討を行った。 

 ロシア・ダゲスタン共和国とアゼルバイジャンの国境地帯については、テロリストの越境の可

能性のある山岳部を除き、概ね平穏な状況である。旧ソ連国内の境界であった国境であり、物流

や人流が従前より多く、コロナ禍に置いても一見非常に簡単に往来できる雰囲気ではある。ただ

し、機械警備は厳重に行われており、国家を隔てる境界となっている事実には変わりがない。 

 ロシア・沿海地方と中国との国境地帯においては、コロナ禍の中で、人流が停止している中で

も一定程度の物流が行われていることをウスリースク市の市場やクラスキノ、ポルタフカ、パグ

ラチヌィ、トゥリー・ログといった税関への訪問で確認した。後述するハバロフスク地方よりも

中国との物流は盛んで、ハバロフスク地方から中国向けの貨物も、沿海地方経由が相当程度ある

ことが、訪問中に確認した自動車のナンバープレートなどから推測された。 

 ロシア・ハバロフスク地方と中国との国境地帯については、ロシアが長年実効支配していた大

ウスリースキー島に関しては、ロシア側の観光開発が遅れており、中国からの越境観光はもちろ

んのこと、ロシア国内の観光客の受け入れすらも行われていない状況であった。中ロは近年、準

同盟関係にあると言われている。しかし、グローバルな問題について両国間の協力が行われる中

でも、極東ロシアにおけるリージョナルな関係では、中国が圧倒的に人口が多く、両国の国境地

帯の人口比に大きな差がある中で、中国からの「浸透」を警戒する雰囲気があるなど、ロ中関係 
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研究成果の概要（続き） 

は一筋縄ではいかない関係であることを痛感した。 

 その後訪問したユダヤ自治州のロ中国境地帯においても、両国の交流はアムール川の両岸に位

置する地方自治体間の交流や国境貿易があるものの、旧ソ連構成国間の交流とは大きく異なり、

非常に密度の低い交流に止まっていることを調査を通じて確認した。 

 現在の状況では、極東のロ中国境地帯における越境観光は、沿海地方の一部地域、パグラチヌ

ィやクラスキノでは可能であるが、その他の地域では、第三国人に開放されている税関が限られ

ていることなどからかなり難しいことが分かった。ダゲスタン共和国との比較においては、やは

り旧ソ連構成国同士の国境とは、経済交流の密度が異なり、物流や人流の密度に大きな差がある

ことが分かった。 
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当該研究活動をもとに採択された研究プロジェクト（応募中の研究プロジェクトを含む） 
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